


 

 自己表現が苦手でうまく集団の中に入っていけない患者や情緒的に不安定な

患者を対象に「書」を用いて、心理療法的なアプローチを試みた。「書」の利点

としては、①各々の技術水準において、それなりの表現が可能であるため、「作

品」完成の満足感が容易に得られる。②めんどうな器具や設備が不要である。

③従って書く方としても、ちょっと書いてみようかという気になり易く、導入

に無理がない。④手紙等、字を書く際の練習としての意味もあるので成人患者

の場合動機づけが容易である。等があげられる。 


